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第3例は削除する．

  Table 7． Testicular tnmors in children （249 cases）＊

Gerrninal tumor 228 cases （91．56％）

  Tumor Case ％

Nongerminal tumor 20 cases （8．03％）
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Derm．： Dermoid cyst， Epid．： Epidermoid cyst， Malig－Andro： Malignant androblastoma，

RC－S： Reticulum ce11 sarcoma， Adeno． T： Adenomatoid tumor， Angio． Endoth．： Angio－

endothelioma， Simp． Cyst： Congenital simple cyst， Ch－C： Choriocarcinoma．

＊unclassified 1 case （O．4％）

                 Table 8． Age incidence

Age （yr．） 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 Total

Number

 ％

48 55 25

73． 14％

（ 128 ）

17 6840 3 4
       26． 85％

       （47）

3 2 175

100％



論 文 の 訂 正

 本誌28巻4号453～468頁の三国友吉・ほか4名の論文「小児翠：丸腫瘍3例と本邦小児睾丸腫瘍250症例の統計

的考察」について，三国氏より症例の削除と変更の依頼がありました．これはその後の検索により診断の誤りが

確認されたためです。

 当編集部ではこの要望に基づき以下のごとき三国氏によって執筆された訂正理由と訂正文および当編集部によ

って作成したタイトルと訂正表が載せてあります．タイトルおよび訂正表は切りとって本論文に貼っていただき

たく思います．



泌尿紀要 28巻 12号 1982年

訂  正  理  由

 本論文の第3例（P．456）の記述文において，これとともに，その右半部tlこは非定型的なendodermal siRus struc－

tureの像1個が見られ， teratoyolk sac carcinomaの像を示していると記述し，．またFig・6（P・456）の説明文

では，“奇形腫と小児型胎生期癌”と題し，×印部に非定型的なエソドダーマル・サイナス・構造を見ると記述

したが，これらの像はいずれもエンドダーマル・サイナス構造ではなく，複雑な形の嚢腫の像と判断され，した

がって本症例は一応2個の嚢腫を伴った睾丸の奇形腫と診断されるが，当時のカルテおよび摘出標本は紛失して

おり，この診断を確認することは不可能であるので，本症例は，これを削除する．このため本論文を以下のごと

く訂正します．

訂 正 文

453頁 標題の3例を2例に，250例を249例にする．

上から6行目 3GASESを2CASESに
 〃 7行目 250CASEを249 CASESに

 〃 14行目 Threeを Twoに

 〃 31行目 250を249に訂正し，andを抹消する．

454頁左

 上から7行目 3例を 2例に（2ヵ所あり）

  〃 11行目 3例を 2例に，250症例を249症例に

454頁Fig．2の写真文

．×印部にエンド・ダーマルの・をとりさる．エンドダーマルとする．

 サイナス・構造の・．をとりさり，その部に様をいれる．

 サイナス様構造となる．

454頁右

 上から10行目 endodermal sinus structure様の像2個が見られる（Fig．2）

455頁Fig．4の説明文

 エンドダーマル・サイナス・構造をエソドダーマル・サイナス構造に

467頁下から6行目

 yolk sac carcinomaの発生をyolk sac carcinoma各1例の発生に

467頁：右

 上から19行目 自験3症例を 自験2症例に変更します．
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